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ＢＳによるネズミ防除に 

ご協力いただける皆さまへ 
殺鼠剤を使ったネズミ駆除を行う場合、今回使用する殺鼠剤は穀物が主成分のため、穀物を好む

アカガシラカラスバトなどが誤って食べてしまう恐れがあります。そのため、殺鼠剤をベイトステーション

（ＢＳ）に入れて使用することで、野鳥をはじめとした在来生物にとっても安全な方法でネズミ対策が可

能です。 

ＢＳの使用方法 

・村役場環境課から配布したＢＳに殺鼠剤を充填（ＢＳ内は２つの部屋に分かれており、殺鼠剤をすり

切りで充填すると 200ｇ／部屋、２部屋で約 400g。） 

・１０～２０ｍ程度の間隔で設置（カゴわなの半分数が目安） 

・月曜日に設置し、翌週の金曜日の１２日目にＢＳを撤収（一斉防除期間中に殺鼠剤の補充はしない） 

・設置した箇所周辺（道路含む）を概ね毎朝点検し、ネズミの死体が確認された場合は個体数をカウ

ント、点検表★に数を記入し、死体を回収・処分（埋設、コンポスト化） 

 →死体は防除実施者それぞれで処理することが基本だが、困難な場合は、一斉防除期間に限って

役場に持ち込みも可能 

※継続して設置する場合 

 →設置した箇所周辺（道路含む）の点検は、集落であることから概ね毎朝点検し、ネズミの死体が確

認された場合は回収・処分すること 

 →２～３週間程度ごとにＢＳ内を点検し、殺鼠剤(粒剤)を補充すること 

 →殺鼠剤の充填量は消費量に応じて 200～400ｇ 

ＢＳの効用 

・風雨による殺鼠剤の劣化抑制 

・殺鼠剤の子供やペットによる誤食や野生動物による摂食の防止 

ダイファシノン 

・使用する殺鼠剤ヤソジオンの有効成分はダイファシノン（濃度0.005％）、残りの成分はほとんど  穀

物で、ネズミでも複数回食べないと致死しない程度の毒性 

・第１世代抗凝血性剤（血を固まりにくくする薬剤。血液をサラサラにする治療に使われることもある。） 

・小笠原の無人島でのネズミ駆除における使用実績があり、他の生き物への影響の検証がされている 

★点検表 下表に記入後、切り取って村役場環境課に提出してください。 

  
 

 

実施団体名：                 ＢＳ設置数：     基 

日 30 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 

回収数             

防除前の印象（ネズミの目撃頻度、被害等） 防除後の印象 
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